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本論文は、3 つの実証分析から構成される。まず 1 つは、企業経営者の会計行動の 1 つである報告利益
管理行動を促す要因(第 2 章)、および抑制する要因(第 3 章)を明らかにするものである。2 つ目は、会社
法の改正が会計行動に及ぼす影響、すなわち、配当規制の改正が減配回避を目的とした報告利益管理行
動に及ぼした影響を明らかにするものである(第 3 章)。そして 3 つ目は、会計行動が株式市場へ及ぼす影
響、すなわち、投資家が会計情報をどのように利用し、株価をどのように推定しているのかを解明する
ものである(第 4 章)。 
具体的にまず第 2 章では、減配回避を志向する企業経営者が、特定の利益ベンチマークの達成を目的
に行う報告利益管理について議論し、わが国企業を対象に実証的な分析を行う。第 2 章の特徴としては
主に次の 5 点をあげることができる。まず第 1 は、配当行動と報告利益管理行動に関する先行研究が、
債務契約に関する動機の解明を目的としているのに対して、本研究は、株式市場に関する動機の解明を





























 第 4 章は、報告利益管理行動によって前期配当の維持に必要な配当財源を捻出し、減配を回避した企
業に対する株式市場の評価を検証している。企業経営者が報告利益管理を行ってまで減配回避を志向す
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点 を当てた研究 が行 われて いる。本 論文は これ を発展 させ るた め、4つ 目の 目標
利益として、あるいは1損 失回避の修正として減配回避を探求しようとした研究
である。具体的には、企業の経営者は、前期と同額の配当金の維持に必要となる
論 文 審 査 の 分配可能額(配当可能利益)を確保するために、利益操作を実施 していることを検
証 している。本論文では、これに関連する利益増加型の報告利益管理行動に関し
結 果 の 要 旨 て、その存在の有無1方 法、動機 、株式市場 か らの評価 につ いて、実証 的な分析
を行 って い る。
お よ び そ の 本論文は、企業の報告利益管理行動を解明する上で貴重な分析であり、最新の
会計学研究の手法を取り入れた優れた研究であると評価される。そのため、本論
担 当 者 氏 名 文は、本学大学院経済学研究科の博士論文として1そ の水準を十分に満たしてお
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市原啓善氏の学位 申請論文に関す る最終試験は、平成26年1月29日(水)17時 か ら第1会 議室にて
行われた。最初に、市原氏か ら論文の概要について説明が行われ、審査委員を含 めて質疑応答が行われ た。
その主要な論点は以下の通 りである。
・自社株 買い との関係 とそれ を考慮 した分析について
・業績予想情報を用いた株価の分析について
・直前の配当との関係 だけでな く、長期的な配当政策の 口∫能性について
・利益操作 に よる配 当維持 を市場 は見抜 いてい るのに、企業 が実施 している意味 について
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本論文は、3つ の実証分析から構成されている。まず1つ は、経営者の会計行動の1つ である報告
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